
e＋’

1

446

技術史ノート

展示技術の進展

生産技術史研究室
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　明1951年Londonに開かれるFestivar　of　Britain

はCrystal　PaSaceに璽生した博覧會の100年を記念し

たものである．博艶會あるいは展覧會のこの世紀の進展

ははなはなしいものがある．元來博覧會は一卓に一つの藝

術的表現ではなく，その直接の目的である獺者へのよび

かけとか産業の振興文化の向上，あるいは肚會的啓蒙專

の齢はその表現形式に捲はれてVる・その懸技術は

軍にそのような理念を表出するに止まらず，その印象を

強く與え．心理的關心をその面に向けさせるとともに，

理解と共感とを起させねばならない．そめためにこの

鼓術は有能磯多の建築家，彫刻家あるいは謹戴垂「啄

の綜舗協同によつて新しい分野を開拓してきたのt’あ

る．そしてこれ等の働きは史の特長によつて代表される

であろう．

●三次元（四宏元）展示による高度の蹉瞼と認識

　壁面に聲かれた展示一それは額縁に容れられた坤竃

であり硯畳的認識を援け得ないものである．三次元への

新しい塞聞構成は硯覧・縫あるいetlk”P，殖・勇・面

の運軌tuwantなもののr緬鹸によつてより蔽の

理解を與えてくれよう，（第1nj1）は1940年Napoli

Triennaleにおげる電氣商品の腿示であるがAsasの展箆

會の室内ではさらにすべての展示品が動きと墜化を持つ

ように提案されでいる．また動九照明，幻燈，氣．、正．墨

の綜合的利用は空圓擁成の四次元酌露理を可能ならしめ

る．たとえばSky　Lighterのような複雑な室間艘3の

庭理は科學的なものの特灌ではなくてわれわれの有する

生物學的機能である・

●lsotypeによる視墨の輩純化．（第3，4國）

　Dr．　Otto　Neurathによつて開號されたIso　type（Int・

ernational　System　of　Typographic　Picture　Education）
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は岡表・模型・窩眞・映甕等の覗畳的統一をはかること

が主要目的で一つのideaを表現するために象形纏交字

を利斤する硯畳の撲助手段である．新しい都市計聲や設．

計家巨の藤悪性についても箪なるfloor　plan　と窩實的

な擢炉’に止まらず，一一般の祉含状勢とか人々の移韓等主

なノ　］畳卓項を理解せしめる，

●窟眞による創造（第2圖）

　機机の改signが窩眞の協調を第一義的｝：叢eeしてき

たことはいうまでもないがmecbanical　designの感毘

は窟『．のみヵ」現し得るものである．寓眞は窮實的な陳

を現わしてもつとも各易に了解され，實在するillttstr－

ationの限界を籏大し得る．元來展示は立案者のideaを

単的にしかも目月瞭に簿達しなげればならない．　Photo－

montageは現實の親野を接大し軍猫な叢面よりずつと

力強い効果を以ていろいろの面を持つ続計物の統一を計

ることができる．

●日本のコマ弍展示法，（纂5圖〕

　以上の璽…示技術の進展に逆つて現在日本の博覧會にお

ける農示の主流をなしているのは間口6尺，奥行4尺，

高さ1：尺5寸の畏示堂を軍位とするいわゆるコマ式展示

汰である．その汲い難い無根猿なコマを尺度として出品

が勘誘され出品料が支携はれ，何十年攣らない装飾方法

が繰り返されているのであろ．このコマが使用できない

出品物に封しては6尺×4尺の土間が與えられ装飾屋は

高さ8尺の衝上をその周園に張りめぐらしてその出品を

囲つてしまう・

　この「ハリボテ」の展示方式はちよ5どノゾキカラク

リから見られる物語と映甕劇場の椅子に腰かけて見る物

語との差をはつきりと意識させるのであろ．（小槻貫一）
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